「The Art of War Magic」訳本

　「戦闘魔術の技術」
Zurin Arctus著述（その他の学識ある師匠らによる解説付き）
　第三章「作戦」
　Arctus師の曰く、

1． 攻撃の準備をしている瞬間は、敵からの攻撃を受け易い瞬間に他ならない。

Leros Chael：敵である魔術師の心理を把握することは何よりも重要である。一度それを把握するならば、彼の弱点までも把握するだろう。
Sedd Mar： Five Bridges〔五橋〕の戦に際して、敵が勝利を確信するまで戦力を温存しておくように、Arctus師はTiber Septimに進言していた。これにTiber Septimは言った。「もしも敵が勝利を確信するならば、そこで戦力を解放しても何となろうか？」それにArctus師は応えて言った。「勝利を目前にしてのみ、〔勝負を決めようと攻撃の準備を始めるために〕敵は打ち倒され易くなるものです」そして、Tiber Septimは自軍に倍する敵軍を追い散らしたのである。

２．敵の弱みは彼の最大の強みであるかも知れない。すなわち、汝の弱みは決定的打撃を与え得るように為さしめるものであるかも知れないのである。
　Marandro Ur：NordとChimerとの間の戦に於いて、普段と変わることなく、Nordの呪術師は風を支配下に置いて嵐を呼び出していた。それによって、Chimerの軍勢を戦闘の前に混乱させて散り散りにさせていたのである。ある時に、Chimerの賢明なる魔術師の一人は氷の悪魔を召喚して、それをChimerの軍勢の後方に在る岩陰に潜ませておいた。いつものようにNordが嵐を呼び出してChimerの軍勢は浮き足立ち始めた。しかし、その嵐が直撃するのに合わせて氷の悪魔が立ち上がると、それらがNord側の悪魔であると信じ込んだChimerの軍勢は、その恐怖から敵の隊列に突撃して行ったのである。嵐よりも悪魔を恐れて。いつものようにChimerの軍勢は逃げ出すだろうと高を括っていたNordは、嵐の中心から飛び出してきた彼らの攻撃を充分に防ぎ切れなかった。そして、その日の戦闘はChimer側の勝利に終わったのである。
　３．作戦を計画する際には、その説明は分かり難いものと分かり易いものであれ。熟練した戦闘魔術師〔battlemage〕は、そのバランスが取れるよう常に心がけているものである。すなわち、片手が持ち上げる一個の重りは、両手が持ち上げる二個の重りより重いものであるのだ〔教養の在る兵士は前者の説明によって働き、教養の無い兵士は後者の説明によって働く。しかし、もしも両兵士のために一つの説明しか与えないならば、片手が一個の重りを持ち上げるように、彼らの働きは無秩序となってしまう〕。
　４．もしも両者のバランスが取られているならば、ちょうど蝶番〔ちょうつがい〕に良く油が引かれた扉を開けるように、軍隊は容易に作戦を実行するのである。さもなければ、いつも一本の脚をゴミクズに引っ掛けている三本脚の犬のように、軍隊は動かざるを得ないのである。

　５．従って、そのような軍隊が打撃を与える際には、それは晴天の霹靂のようであるだろう。最高の勝者とは、敵には予知されずに、しかし、その後には誰の目にも明らかであるようなものである。
６．熟練した戦闘魔術師は、戦闘の始まる以前に敵を既に打ち倒しておくよう心がけるものである。不意の戦闘は避けねばならない。すなわち、戦での幸運は最強の魔術師にも同情を示さず、〔敵の〕勇気は最善の計画を無効にしてしまうかも知れないのである。その代わりに、先んじて勝利をものにするようにせよ。戦闘の始まる以前に打ち倒されていると敵が分かっているならば、もはや戦う必要は無いかも知れないのである。
　７．戦闘に於ける勝利は、最も低次の勝利に過ぎない。戦闘によらない勝利こそ、技術の極致に他ならないのである。
　８．戦力を温存しておくことが更なる勝利の鍵である。戦闘で勝利するために力を発揮することは技術の発揮ではない。これ〔戦闘で勝利するために力を発揮すること〕は我々が戦術と呼び習わしているものであり、戦闘魔術の技術に於ける極めて限られた種類のものに過ぎないのである。
Thulidden dir'Tharkun：「戦術」という言葉に、Arctus師は一般的な戦闘魔術の一切を含めている。これらは、戦闘魔術を理解する際の最初の段階に過ぎないのである。どれだけ防御に徹する魔術師であれ、敵を炎で燃え上がらせることは可能である。〔しかし、〕敵の殲滅は、熟練した戦闘魔術師にとっての最後の手段に他ならないのである。
　９．戦闘は、木に生える一枚の葉に過ぎない。一枚の葉が落ちて、その木は枯れてしまうだろうか。しかし、一本の枝が取り落とされるならば、その木は弱ってしまうだろう。幹が締め上げられるならば、その木は駄目になってしまうだろう。
　１０．もしも首尾よく作戦を立案するならば、勝利は容易に思われて汝が拍手喝采を浴びることは無いだろう。もしも不首尾に作戦を立案するならば、勝利は困難に思われて汝の名声は広まることだろう。
　Marandro Sul：一般的に最高の戦闘魔術師と目されている人々は、ほとんど常に、非常に乏しい技術しか持ち合わせていない人々である。真の名人とは、大衆に知られていないものである。
